
一

専
攻
学
科
目　

電
子
工
学

生　

年　

月　

昭
和
三
二
年　

八
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
五
年　

三
月 

法
政
大
学
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
卒
業

同　

五
五
年　

四
月 

日
本
電
装
（
株
）（
現
（
株
）
デ
ン
ソ
ー
）
入
社

平
成
二
四
年　

一
月 

（
株
）
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブA

U
TO

-ID

事
業
部

同　

二
九
年　

八
月 

（
株
）
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
主
席
技
師
（
現
在
に
至
る
）

同　

三
〇
年　

一
月 

幸
田
も
の
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
（
愛
知
県
）
技
術
顧
問
（
兼
任
、
現
在
に
至
る
）

第
一
一
三
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者　
　

原は
ら　
　
　

昌ま
さ　

宏ひ
ろ



一
一

原　

昌
宏
氏
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
の

開
発
と
そ
の
世
界
的
普
及
へ
の
貢
献
」
に
対
す

る
授
賞
審
査
要
旨

原　

昌
宏
氏
は
博
士
号
の
学
位
を
持
た
な
い
企
業
研
究
者
で
あ
り
、
論
文
リ

ス
ト
は
七
件
、
多
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
の
技
術
解
説
論
文
で
、
厳
密
な

意
味
で
の
「
学
術
論
文
」
と
し
て
は
一
件
、
一
九
九
六
年
情
報
処
理
学
会
全
国

大
会
講
演
論
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
日
本
学
士
院
賞
候
補
へ

の
提
議
は
異
例
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
原　

昌
宏
氏
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
発
明
者
で
あ
る
こ
と
は
、
所
属
す

る
（
株
）
デ
ン
ソ
ー
に
お
い
て
は
勿
論
、
四
四
件
に
及
ぶ
基
本
特
許
と
応
用
特

許
情
報
（
内
二
四
件
は
単
独
、
七
件
は
筆
頭
発
明
者
）、
さ
ら
に
原
氏
個
人
に

対
す
る
様
々
な
賞
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
お
り
、
日
本
及
び
世
界
に
お
い
て
広

く
、
正
確
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
単
に
白
黒
の
ド
ッ
ト
パ
タ
ー
ン
を
適
当
に
並
べ
た
も
の
で
は

な
い
。
符
号
化
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
、
信
頼
性
良
く
読
み
取
れ
る
仕
組
み
、
そ

し
て
、
原
氏
と
協
力
者
に
よ
る
長
い
間
の
研
究
開
発
に
よ
っ
て
機
密
情
報
や
個

人
情
報
が
扱
え
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
、
コ
ピ
ー
機
で
複
製
で
き
な
い
偽
造
防

止
機
能
な
ど
を
含
む
よ
う
に
な
っ
た
進
化
す
る
「
符
号
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
学

術
的
価
値
と
実
用
的
価
値
を
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
今

日
、
全
世
界
に
普
及
し
、
人
々
が
毎
日
使
い
、
な
く
て
は
過
ご
せ
な
い
、
情
報

化
時
代
を
支
え
る
技
術
と
し
て
、
社
会
的
・
経
済
的
意
義
は
誰
の
目
に
も
明
ら

か
で
あ
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
研
究
開
発

現
在
も
店
頭
な
ど
で
商
品
の
識
別
に
広
く
使
わ
れ
る
バ
ー
コ
ー
ド
は
、
縞
模

様
状
の
線
を
並
べ
た
一
次
元
コ
ー
ド
で
あ
る
の
で
表
現
で
き
る
情
報
量
が
限
ら

れ
る
。
原
氏
は
一
九
九
〇
年
代
初
め
頃
、
自
動
車
生
産
過
程
に
お
け
る
部
品
管

理
の
た
め
バ
ー
コ
ー
ド
に
代
わ
る
新
し
い
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
デ
ン

ソ
ー
に
お
い
て
（
株
）
豊
田
中
央
研
究
所
の
協
力
も
得
て
始
め
た
。
扱
わ
れ
る

部
品
数
は
多
い
の
で
多
量
の
情
報
を
埋
め
込
む
こ
と
、
倉
庫
・
工
場
と
い
う
実

環
境
で
の
使
用
で
あ
る
の
で
、
汚
れ
や
欠
損
に
強
く
、
か
つ
高
速
に
読
み
取
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
開
発
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
パ
タ
ー
ン
を
二
次
元
に
配

列
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
バ
ー
コ
ー
ド
の
約
二
〇
〇
倍
の
情
報
が
扱
え
、
記
録

密
度
も
約
四
〇
倍
に
で
き
た
。

し
か
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
バ
ー
コ
ー
ド
よ
り
構
造
が
複
雑
で
、
読
取
り
時
間

が
掛
か
る
課
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
原
氏
が
開
発
し
た
技
術
は
「
高
速

読
取
り
可
能
な
フ
ァ
イ
ン
ダ
パ
タ
ー
ン
」、「
汚
れ
に
強
い
デ
ー
タ
復
元
機
能
」、



一
一

「
コ
ー
ド
歪
を
補
正
で
き
る
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
ン

ダ
パ
タ
ー
ン
は
そ
の
中
心
を
通
る
走
査
線
の
す
べ
て
で
白
黒
比
率
が
一
：
一
：

三
：
一
：
一
と
い
う
同
氏
が
発
見
し
た
特
殊
な
比
率
に
設
計
さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
。
コ
ー
ド
の
三
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
撮
像
画
像
の
中

か
ら
コ
ー
ド
だ
け
を
高
速
に
発
見
抽
出
し
、
コ
ー
ド
の
大
き
さ
と
回
転
が
特
定

で
き
る
。

コ
ー
ド
の
汚
れ
・
破
損
に
関
し
て
は
、
連
続
し
た
誤
り
（
バ
ー
ス
ト
誤
り
）

に
強
い
リ
ー
ド
ソ
ロ
モ
ン
符
号
を
用
い
た
復
元
機
能
に
よ
り
、
コ
ー
ド
の
三

〇
％
が
汚
れ
・
破
損
し
て
も
読
取
り
が
で
き
る
。
ま
た
、
白
・
黒
セ
ル
の
比
率

を
約
五
〇
％
と
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
す
る
こ
と
で
、
白
ま
た
は
黒
の
セ
ル
が

偏
っ
て
存
在
す
る
部
分
は
破
損
や
汚
れ
が
あ
る
と
検
知
し
、
消
失
訂
正
す
る
こ

と
で
、
復
元
機
能
が
六
〇
％
ま
で
倍
加
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
パ

タ
ー
ン
と
名
付
け
た
パ
タ
ー
ン
の
配
置
に
よ
り
、
曲
面
に
印
刷
し
た
り
、
斜
め

か
ら
写
し
て
歪
ん
で
し
ま
う
場
合
で
も
確
実
に
読
め
る
。

結
果
、
一
九
九
四
年
に
開
発
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
機
能
が
低
い
当

時
の
低
価
格
装
置
で
も
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
五
倍
の
情
報
を
そ
れ
と
同
等
の
約
三

〇ms
で
の
読
取
り
を
可
能
と
し
た
。
因
み
に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
名
称
は
開
発
の

初
期
目
的
で
あ
るQ

uick R
esponse

か
ら
来
て
い
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
実
用
化
と
普
及
・
標
準
化

一
次
元
表
現
で
あ
る
バ
ー
コ
ー
ド
の
場
合
、
買
い
物
時
の
レ
ジ
で
経
験
す
る

よ
う
に
、
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
の
ス
キ
ャ
ン
方
向
を
コ
ー
ド
の
横
方
向
に
人
が

そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
簡
単
に
読
み
取
れ
る
。
対
し
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
二
次
元
表
現
で
あ
る
の
で
、
読
込
み
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
位
置

と
回
転
方
向
を
自
動
的
に
検
知
し
、
か
つ
内
容
を
解
読
す
る
複
雑
な
二
次
元
パ

タ
ー
ン
処
理
が
必
要
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
近
年
の
二
次
元
Ｃ
Ｃ
Ｄ
イ

メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
と
高
速
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
爆
発
的
な
進
歩
が
相
ま
っ
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
高
速
高
精
度
の
自
動
読
み
取
り
が
可
能
と
な
り
、
特
に
携
帯
電
話
へ
の
簡

便
な
読
み
取
り
機
能
搭
載
に
よ
っ
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
初
期
の
目
的
を
大
き
く

超
え
て
社
会
一
般
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
広
が
っ
た
。
実
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
と

し
て
は
他
に
も
世
界
で
い
く
つ
か
の
方
式
が
提
案
さ
れ
た
が
、
デ
ー
タ
容
量
、

読
み
取
り
速
度
、
復
元
率
に
お
い
て
優
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
圧
倒
的
に
普
及
し

た
。原

氏
は
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
実
用
化
と
進
化
に
お
い
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
牽
引
し
貢
献
し
た
。
実
用
化
で
は
、
幅
広
い
用
途
開
発
を
行
い
、
利

用
す
る
人
が
使
い
易
い
最
適
な
読
取
り
装
置
や
周
辺
装
置
を
開
発
し
て
き
た
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
誕
生
当
初
は
三
種
類
で
あ
っ
た
読
取
り
装
置
が
今
で
は
五
〇
種
類

の
読
取
り
装
置
を
デ
ン
ソ
ー
が
提
供
し
、
ほ
と
ん
ど
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
社
会
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド



一
一

を
進
化
さ
せ
て
き
た
。
例
え
ば
、
機
密
情
報
や
個
人
情
報
が
扱
え
る
よ
う
に
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
搭
載
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
二
〇
〇
七
）、
チ
ケ
ッ
ト
に

使
え
る
よ
う
印
刷
技
術
と
組
合
せ
、
コ
ピ
ー
機
で
複
製
で
き
な
い
偽
造
防
止
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
（
二
〇
一
一
）、
ど
の
よ
う
な
情
報
サ
イ
ト
に
繋
が
っ
て
い
る
か
が

分
か
る
ロ
ゴ
や
イ
ラ
ス
ト
を
、
コ
ー
ド
面
内
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ザ
イ

ン
性
重
視
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
二
〇
一
四
）、
屋
外
環
境
で
も
確
実
に
読
取
れ
る

ロ
バ
ス
ト
性
を
向
上
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
二
〇
一
七
：
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
開

閉
制
御
に
使
用
）
な
ど
が
あ
る
。

原
氏
は
普
及
活
動
に
お
い
て
も
、
様
々
な
標
準
（
代
表
的
に
は
一
九
九
九
年

に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
、
二
〇
〇
〇
年
に
国
際
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
）
を
取
得
し
た
。

デ
ン
ソ
ー
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
利
用
者
に
は
特
許
権
利
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
模
倣

品
や
不
正
用
途
に
関
し
て
は
権
利
を
行
使
し
て
市
場
か
ら
排
除
す
る
事
で
、
自

由
に
安
心
し
て
使
え
る
環
境
を
構
築
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
は
二
〇
二
〇
年
にIEEE M

ilestone

と
し
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に

役
立
ち
情
報
通
信
分
野
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
。

原
氏
個
人
も
、
米
国R

&
D

 100 Aw
ards

（
二
〇
〇
二
）、
日
本
イ
ノ
ベ
ー
タ

大
賞
優
秀
賞
（
二
〇
〇
七
）、
欧
州
発
明
家
賞
（
欧
州
特
許
庁
）（
二
〇
一
四
）

な
ど
、
国
内
外
で
そ
の
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
画
期
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
今
で
は

世
界
中
の
街
の
至
る
所
で
人
が
商
品
の
情
報
取
得
、M

obile Paym
ent

、
Ｕ
Ｒ

Ｌ
へ
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
た
め
の
標
識
等
々
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

目
的
と
場
面
で
毎
日
使
う
社
会
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
た
。
そ
の
経

済
的
・
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
は
計
り
知
れ
な
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
作
成
ソ
フ
ト

は
公
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
使
用
は
日
々
進
化
し
て
い
る
。
最
近
で
は
コ

ロ
ナ
禍
以
来
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
紙
の
メ
ニ
ュ
ー
に
代
わ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
・
メ

ニ
ュ
ー
表
示
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
接
種
証
明
が
日
本
を
は

じ
め
世
界
各
国
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
我
々
が
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
来
の
「
学
術
論
文
と
し
て
の
貢
献
」
の
観
点
か
ら
は
異
例
か
も
し
れ
な
い

が
、
原　

昌
宏
氏
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
発
明
と
普
及
へ
の
貢
献
は
日
本
学
士
院
賞

に
十
分
以
上
に
値
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

論
文
リ
ス
ト

長
屋
隆
之
・
山
崎
知
彦
・
原　

昌
宏
・
野
尻
忠
雄
（1996

）
高
速
読
取
り
対
応
二
次
元

コ
ー
ド
﹇
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
﹈
の
開
発
、
全
国
大
会
講
演
論
文
集
（
第
五
二
回
）、
情
報

処
理
学
会
、
二
五
三－

二
五
四
。

原　

昌
宏
（2008

）Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
開
発
、
自
動
車
技
術
、
六
二
、
五
九－

六
四
。

原　

昌
宏
・
岩
井
誠
人
・
佐
波
孝
彦
・
菊
間
信
良
（2013

）
日
本
発
・
世
界
に
広
が
る
二

次
元
コ
ー
ド
：
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
マ
ガ
ジ
ン
、
七
、
一
二
六－

一
三
二
。

H
ara, M

. (2019). D
evelopm

ent and popularization of Q
R

 code—
C

ode developm
ent 

pursuing reading perform
ance and m

arket form
ing by open strategy—

. 



一
一

Synthesiology, English edition, 12, 19–28.
原　

昌
宏
（2019

）Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
開
発
と
普
及
│
読
み
取
り
を
追
究
し
た
コ
ー
ド
開
発

と
オ
ー
プ
ン
戦
略
に
よ
る
市
場
形
成
│
、Synthesiology

、
一
二
、
一
九－

二
七
。

原　

昌
宏
（2021
）Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
特
長
と
進
化
、
日
本
画
像
学
会
誌
、
六
〇
、
五
五
三

－

五
五
七
。

原　

昌
宏
（2022
）Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
進
化
と
普
及
│
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
軌
跡
と
今
後
│
、
情

報
処
理
、
六
三
、e1–e7
。

（
参
考
）

特
許
：

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
装
置
に
関
す
る
特
許
一
件
（
一
九
八
二
年
）

　
　

現
在
で
も
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｃ
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
を

採
用
し
た
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
を
世
界
で
初
め
て
製
品
化
し

た
。
こ
の
発
明
特
許
は
今
日
コ
ン
ビ
ニ
で
一
〇
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
読
み
取
り

装
置
の
特
許
で
あ
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
関
す
る
基
本
特
許
及
び
応
用
特
許
四
四
件
（
内
二
件
は
申
請
中
）（
一
九

九
四
年
以
降
二
〇
二
二
年
ま
で
）

　
　

内
二
四
件
は
単
独
発
明
者
、
七
件
は
筆
頭
発
明
者

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。


